
新
し
い
都
市
文
明
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
計
り
知
れ
な
い
衝
撃

を
受
け
た
。

そ
の
3
年
後
、
1
9
0
3
年
に

大
阪
で
第
5
回
内
国
勧
業
博
覧
会

（
以
下
、
内
国
博
）
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
1
8
9
7
年
、
大

阪
市
は
第
1
次
市
域
拡
張
を
行
っ

て
い
る
。
近
代
的
産
業
都
市
と
し

て
の
空
間
的
広
が
り
を
求
め
て
、

接
続
す
る
町
村
を
編
入
し
、
市
域

は
市
制
施
行
時
の
3.
7
倍
に
広

が
っ
た
。
内
国
博
の
会
場
は
、
上

町
台
地
に
位
置
す
る
天
王
寺
今
宮

（
現
在
の
新
世
界
・
天
王
寺
公
園
辺
り
）

と
堺
の
大
浜
に
設
け
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
近
世
・

大
坂
か
ら
近
代
都
市
・
大
阪
に
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
の
、
新
た
な
骨

格
づ
く
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

都
市
文
化
の
内
外
へ
の
発
信
が
推

し
進
め
ら
れ
た
。
日
本
の
博
覧
会

史
上
、
画
期
を
な
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
っ
て
も
よ
い
。
1
5
3

日
間
の
会
期
中
の
入
場
者
は

4
3
5
万
人
を
超
え
、
全
5
回
の

内
国
博
中
、
最
大
規
模
の
も
の
と

な
っ
た
。

人
気
を
呼
ん
だ
展
示
館
に
は
、

全
国
お
よ
び
世
界
各
地
か
ら
数
多

の
文
物
が
出
展
さ
れ
、
事
実
上
万

「
災
禍
と
祝
祭
を
生
き
た
若
き
群

像
と
レ
ガ
シ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ず
今
昔
タ
イ
ム
ズ
Vo
l.

12

「
上
町
台
地
か
ら
見
は
る
か
す 

博

覧
会
〝
百
年
の
計
〟
で
築
い
た
大

阪
と
は
」（
図
1
）
か
ら
、
喪
失
と

創
造
の
両
極
の
間
で
形
作
ら
れ
て

き
た
博
覧
会
の
姿
を
、
時
間
軸
の

中
に
位
置
付
け
概
観
す
る
。
そ
の

う
え
で
、
当
時
の
文
化
を
リ
ー
ド

し
た
新
星
た
ち
は
、
災
禍
と
祝
祭

の
は
ざ
ま
で
何
を
生
み
出
し
後
世

に
遺
し
て
い
っ
た
の
か
、
今
昔
タ

イ
ム
ズ
Vo
l.

13
「〝
超
時
空
遺

産
〟
上
町
台
地
博
覧
会
時
代 

モ

ダ
ン
大
阪
に
煌
め
い
た
若
き
才
能

た
ち
の
光
跡
」（
48
頁 

図
3
）
か
ら
再

考
す
る
。

1
9
0
0
年
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
で
開
催
さ
れ
た
第
5
回
万
国
博

覧
会
は
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
当

た
り
、
20
世
紀
を
眺
望
す
る
博
覧

会
と
な
っ
た
。
世
界
各
地
か
ら
約

5
0
0
0
万
人
が
来
場
し
た
と

い
う
。
多
く
の
日
本
人
も
訪
れ
、

上
町
台
地
は
博
覧
会
の
集
積
地
、

大
阪
再
生
の
揺
り
籠

国
博
の
趣
を
持
っ
た
内
国
博
で
も

あ
っ
た
。
会
場
に
は
西
洋
風
建
築

が
立
ち
並
び
、
近
代
的
な
高
層
建

築
も
登
場
し
た
。
パ
リ
万
博
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
一

目
瞭
然
だ
。
一
方
で
、
噴
水
の
観

音
像
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化
と

近
代
文
明
が
交
じ
り
合
う
モ
チ
ー

フ
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
接
す

る
四
天
王
寺
で
は
、
科
学
万
能
社

会
の
到
来
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
か
の

よ
う
に
、
聖
徳
太
子
千
三
百
年
御

聖
忌
に
合
わ
せ
、
世
界
最
大
級
の

大
釣
鐘
が
つ
く
ら
れ
内
国
博
時
に

披
露
［
＊
2
］。
近
世
と
近
代
、
西

洋
と
東
洋
の
文
化
を
い
か
に
接
続

す
る
か
、
深
い
問
い
を
内
包
し
て

い
た
点
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

第
1
次
市
域
拡
張
の
後
、
内
国

博
を
経
て
、
日
露
戦
争
か
ら
第
1

次
世
界
大
戦
に
至
る
時
勢
。
大
阪

で
は
近
代
工
業
が
大
き
く
発
展
し

た
。
同
時
に
、
人
口
密
集
や
市
街

地
の
無
秩
序
な
拡
大
、
生
活
環
境

の
悪
化
、
感
染
症
の
流
行
、
新
た

な
貧
困
層
の
形
成
と
い
っ
た
都
市

問
題
も
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
こ

新
た
な
都
市
問
題
の
克
服
へ
、

大
大
阪
記
念
博
覧
会
開
催

前
回
、
本
連
載
第
1
回
で
は

「
災
害
と
福
祉
に
見
る〝
共
〟の
知

の
継
承
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』（
以
下
、

今
昔
タ
イ
ム
ズ
［
＊
1
］）
Vo
l.

14
・

Vo
l.

15
か
ら
、
注
目
す
べ
き
ト

ピ
ッ
ク
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
実
は
、

両
号
で
取
り
上
げ
た
災
禍
の
対
極

に
、
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
祝
祭

と
し
て
の
博
覧
会
の
歴
史
が
あ
る
。

今
回
、
本
連
載
第
2
回
で
は

歴
史
都
市
・
大
阪
の
背
骨
に
当
た
る
上
町
台
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
︑

2
0
1
3
年
秋
か
ら
2
0
2
4
年
春
に
か
け
て
︑
約
10
年
に
わ
た
り
20
号
を
編
集
・
発
行
し
た

﹁
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
﹂︒
過
去
と
の
対
話
を
通
し
︑
現
在
を
見
つ
め
直
し
︑

未
来
へ
つ
な
ぐ
歴
史
実
践
と
し
て
︑改
め
て
共
有
し
た
い
観
点
を
取
り
上
げ
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
︒

う
し
た
社
会
問
題
の
解
決
を
目
指

し
て
、
大
阪
市
は
第
2
次
市
域
拡

張
を
行
い
（
図
2
）、
当
時
、
東
京

を
し
の
ぐ
日
本
最
大
の
都
市
と
な

り
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
る
時
代

を
迎
え
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
健
康
的
で

美
し
い
大
阪
の
あ
る
べ
き
都
市
像

を
示
し
、
市
民
と
共
有
し
て
い
く

た
め
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
主

催
で
「
大
大
阪
記
念
博
覧
会
」
が
、

上
町
台
地
の
天
王
寺
公
園
と
大
阪

城
天
守
閣
跡
を
会
場
に
開
催
さ
れ

は
じ
め
に

―
災
禍
と
祝
祭
の
両
極
の
間
に
―

た
。
本
館
で
は
大
パ
ノ
ラ
マ
を
中

心
に
「
水
」「
交
通
」「
電
化
」「
キ

ネ
マ
」「
社
会
事
業
」
な
ど
27
の

テ
ー
マ
で
、
都
市
・
大
阪
の
現
状

や
未
来
像
を
示
す
な
ど
、「
大
大

阪
」
の
理
想
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

47
日
間
の
会
期
中
に
、
両
会
場
に

1
8
0
万
人
が
訪
れ
る
ほ
ど
盛
況

で
、
終
了
後
に
同
博
覧
会
の
余
剰

金
を
も
と
に
大
阪
市
・
関
一
市
長

が
大
阪
都
市
協
会
を
設
立
。
社
会

調
査
の
実
施
や
、
月
刊
誌
『
大
大

阪
』
の
発
行
な
ど
、
第
一
線
の
知

19世紀から20世紀へ、産業・社会の大転換期を象徴する政府主催の博覧会が、大阪・上町台地で開
催されました。「第五回内国勧業博覧会」、その内容・規模ともに明治維新以来の同博覧会とは一線を
画すものでした。殖産興業や教育、消費文化の普及に留まらず、百年の計で都市・
大阪の近代化、再起動を目論み、その後の「大大阪」に至る、グランドデザイン
が背景にありました。博覧会が残したものは何なのか、消えたものは何なの
か、上町台地から見はるかせば、次なる百年の計へと眼差しが向かいます。

19世紀から20世紀へ、産業・社会の大転換期を象徴する政府主催の博覧会が、大阪・上町台地で開
催されました。「第五回内国勧業博覧会」、その内容・規模ともに明治維新以来の同博覧会とは一線を
画すものでした。殖産興業や教育、消費文化の普及に留まらず、百年の計で都市・
大阪の近代化、再起動を目論み、その後の「大大阪」に至る、グランドデザイン
が背景にありました。博覧会が残したものは何なのか、消えたものは何なの
か、上町台地から見はるかせば、次なる百年の計へと眼差しが向かいます。

1900年のパリ万博を手本
にして、夜間のイルミネー
ションが取り入れられた。
展示館や美術館などは数
多の電球で縁取られ、噴
水は明かりに照らされた。
国内で初めての夜間開場
が行われ、場内の輝きは
人々の目を奪い、電気時代
到来を印象づけた。
（「第五回内国勧業博覧会電灯装
飾之図」『風俗画報』 269号）

エレベーターを備えた
高塔から築港も一望

1903年、大型船が
接岸できる築港の
供用が開始される

1889年、 大阪鉄道（1900
年、関西鉄道に合併）が柏原
-湊町を開業し天王寺駅開設

1903年、市内の
水路を巡る巡航
船の運行開始

1885年、阪堺鉄道
（後の南海）が難波-
大和川間を開業

1901年、大阪駅が現在地へ
移転。梅田新道がつくられた

1898年、西成鉄
道の大阪-安治川
口間が開業

湊町駅

拡張前の市域
（1889 年市制施行）

ほぼ近世の大坂三郷が市域

四天王寺

茶臼山

四天王寺

茶臼山

博覧会場博覧会場

大阪城

大阪城

1903年、大阪で最
初の市電が花園橋-
築港桟橋間で開通第五回内国勧業博覧会

四天王寺から望む内国博の会場風景。眼下
に展示館が建ち並び、望楼や美術館も見える。
会場の先に農村風景が広がるなかを機関車
が走っている。（山本松谷「荒陵山四天王寺より博覧
会を望むの図」『風俗画報』 臨時増刊269号 1903年6
月、同冊子図版は、国立国会図書館デジタルコレクションより)

第五回内国勧業
博覧会会場

大阪駅

湊町駅
難波駅難波駅

天王寺駅天王寺駅

茶臼山茶臼山

四天王寺四天王寺

大阪城

大阪駅

四天王寺から会場を眺望

ウォーターシュート

余興動物園南海鉄道
博覧会門前仮停車場

整備された
日本橋筋

パノラマ世界一周館 学術人類館

各府県売店

四天王寺大釣鐘
堺会場の水族館

大
林
高
塔

台
湾
館

動
物
館

植
物
園

林
業
館

水
産
館

機
械
館 通

運
館

関
西
鉄
道
荷
解
場

参
考
館（
外
国
出
展
）

カ
ナ
ダ
館

農
業
館

工
業
館

教
育
館

一
心
寺

四
天
王
寺

不
思
議
館

美
術
館

関
西
鉄
道

天
王
寺
駅

◀「第五回内国勧業博覧会全景明細図」
　 （田井久之助 1903）に施設名等を追加

会場内の施設

主に産業振興関連 娯楽施設ほか

会場外の施設

海外からの出展等
会場への交通アクセス

名所旧跡ほか

拡張した市域

第五回内国勧業博覧会は1903年3月１日に天王寺今宮と堺の大浜で開幕。153
日間の会期中の入場者は435万人を超え、全5回の内国勧業博覧会中、最大規
模のものとなった。この博覧会は、近代都市・大阪の将来を切り拓いていくため
の骨格づくり、インフラの整備、都市文化の内外への発信とともに進められた。

日
本
橋
筋

日
本
橋
筋

●
●

●

現在の上町台地の眺め。茶臼山の南が内国博の会場だった。

※場外施設

※１鳴戸源之助編 『第五回内国勧業博覧会紀念写真帖』(1903) 　※２高木秀太郎 『第五回内国勧業博覧会』 (1903)　※１、※２ともに国立国会図書館デジタルコレクションより　※３大阪写真会『第五回内国勧業博覧会写真帳』下巻（1903）　大阪市立図書館デジタルアーカイブより

1903年
明治36

第１次大阪市域拡張
この年、大阪市は、近代的産業都市と
しての空間的広がりを求めて接続する
町村を編入。市域は約3.7倍に拡大した。

1897年
明治30

四天王寺本坊庭園の八角亭は内
国博後に移築されたもので、関連
する建物では今も残る唯一のもの。

大阪の市域拡張と内国博覧会     古川武志氏（大阪市史料調査会調査員）
20世紀に入る前後の時期は、日本で産業革命が進んだ時代。この頃、都市というものの役割が
変わってきます。人が住んでいるところが都市だという近世的な捉え方から、都市はエリア、市域
であるという考え方への変化です。例えば、大阪城とか大阪駅とか築港などを、第１次拡張に
よって市域に取り込んだうえで、都市圏としての機能をどう整備していくのかが課題になってきま
す。内国博の会場も拡張後の市域に位置し、その開催に向けては、交通網の整備などが重要項
目に上がってきたわけです。半歩先の近未来、次代の都市はどうあるべきかを人 に々目の当たり
にさせることも博覧会の目的でした。それは1925年の第２次市域拡張に受け継がれ、関一市長
は社会問題への対応を語りましたが、当時の大大阪博覧会も、次につくるべきは健康的で美しい
都市だということを示すとともに、担い手としての市民意識の醸成をもめざすものとなりました。

上町台地から見はるかす
博覧会“百年の計”で築いた大阪とは

電気時代の
幕開けを告げた
イルミネーション会場建設の大部分を請け負った

のが大林芳五郎率いる新興の建
設会社・大林組。同社は築港建
設などの大阪の都市インフラ整備
にもあたったが、内国博で設置し
た望楼は「大林高塔」と呼ばれ、
地上約50ｍの展望所からは会場
周辺はもとより大阪湾までが見は
るかされた。大阪初の電気昇降機
（エレベーター）を備えており、近
代的な高層建築の時代を予感さ
せるものだった。（「大林エレベーター」
『風俗画報』 269号）

“科学万能時代”の風潮に
警鐘の意も込めて
「四天王寺大釣鐘」は、高さが8m弱、重
さ約157tの巨大なもの。この世界最大
級の鐘は「聖徳太子千三百年御聖忌」に
向けた目玉事業として鋳造され、この内
国博で初めて披露された。その後、戦時
体制下の1942年に解体され金属供出さ
れる運命をたどった。1907年に建てられ
た大鐘楼は現在の英霊堂。

生活を一新する科学技術も
新しい時代を強く印象付けたのは米国製
の8台の自動車。横浜の貿易商社が出品
し、会場内でデモンストレーション走行も
行われた。電動式のエレベーターを多く
の人が初めて体験したの
もこの時。また、50人
ずつが入って見物でき
る133坪の巨大な冷
蔵庫もお目見えした。

展示された
米国製自動車 ※１

茶臼山の河底池
を利用したウォー
ターシュート

不思議館で上演
された米国人女
優カーマンセラの
電気の舞
（『風俗画報』 269号）

※3

内国博最大の来場者を呼んだ
数々の余興・娯楽、遊戯施設
1900年のパリ万博以降、博覧会は殖産興
業の目的から、より娯楽性を強めたものにな
ってきた。この内国博でも集客に大きく寄与
したものは、会場内外に設けられた、不思
議館、メリーゴーランド、ウォーターシュート、
大曲馬、余興動物園、堺の水族館などの
様々な娯楽的施
設だった。

日清戦争後の新領土・台湾の文物を紹
介する台湾館が設けられたほか、参考館
には、英仏独米露など海外の十数か国
が出品。さらに日本との貿易拡大を目指
すカナダや欧米商社の数社は特設館を
出すなどして、内国博と称しながらも万
国博覧会を想起させるものとなった。

万国博の趣をもった国内博

出現した近代都市の祝祭空間
正門から伸びるメインストリートには噴水と緑地、両側
には本格的な洋風建築の展示館が整然と並び、会場
はまさに近未来の都市空間を感じさせるものだった。
同時に、この内国博にあわせ、国内はもちろん海外か
らも市内に来訪者が増加。公会堂やホテルも整備され、

名所旧跡はもと
より市内全域が
祝祭的な雰囲気
に包まれた。

※2

広大な敷地に多く
の洋風建築の展示
館などが並ぶ

上町台地から見はるかす
博覧会“百年の計”で築いた大阪とは

1

2

3

1
2

3

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMESU-CoRo  STEP Ⅱ 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html　 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美）  ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

図1　『上町台地 今昔タイムズ』Vol.12（2019年 春・夏号）1面。
左の二次元コードから、同紙の１面・2面が閲覧できる。１面には
第五回内国勧業博覧会、２面には上町台地の博覧会史を掲載。

図2 第2次大阪市
市域 拡張により、
面積181.68㎢、人
口211万人超の「大
大阪」が誕生した。
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Kitano
 Tsunetomi

★Akamatsu Rinsaku

★Akamatsu
   Rinsaku

★Araki Waichi
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   Kyukin

今
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大
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所
案
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決
定
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く
る
ぞ
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★Kanao Tanejiro
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う
だ
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大
阪
の
日
本
画
・
洋
画
家
は

 

団
結
す
る
べ
し
!

　1872（明治5）年　
★荒木和一※1大阪で生まれ
る。（のち心斎橋の舶来雑貨商の養子に）
　1878（明治11）年　
★赤松麟作※2岡山県津山に
生まれる。
★12月7日　与謝野晶子※3、
堺の老舗和菓子店駿河屋の
三女（鳳晶子）として生まれる。
　1879（明治12）年
★4月21日　金尾種次郎※4、
心斎橋筋の仏教書の書肆、
金尾文淵堂に生まれる。
　1891（明治24）年
★2月12日　直木三十五※5、
上町台地（現在の中央区安堂寺町2）
に生まれる。
　1894（明治27）年
★仏のリュミエール兄弟が映画のシネマトグラフを開発、1895
年にパリで一般公開。1900年パリ万博でも映画上映。
　1896（明治29）年
★12月　荒木和一（24）、アメリカのエジソン商会から輸
入した映写機ヴァイタスコープを使い、難波の鉄工所で日
本初のスクリーン上映を行う。
 1897（明治30）年
★4月　第一次大阪市域拡張。大阪市は接続する村を編入し、
市域は約3.7倍に拡大、産業都市としての整備が進められる。
　1899（明治32）年
★金尾種次郎（20）、薄田泣菫（22）の処女詩集『暮笛集』
を出版、口絵は新進画家の赤松麟作（21、種次郎の小学同級
生）。この時期、金尾文淵堂は文芸雑誌「ふた葉」（のち「小
天地」）発刊、若き作家や歌人たちが金尾の店に集った。
　1900（明治33）年
★4月15日～ 11月12日　パリ万国博覧会開催。エッフェル塔の
エスカレーターや会場内の動く歩道、電車などが人気を呼んだ。
また舞踊家ロイ・フラーによる光の舞が上演された。

★荒木和一（28）は、大阪で開催予定の第五回内国勧業
博覧会の企画に参画し、パリ万博を視察。人気を博して
いたロイ・フラーの舞台も鑑賞。
★12月26日　稲垣足穂※6、
大阪船場（現在の北久宝寺2）に
歯科医の次男として誕生
（1907年浪華尋常小学校に入学する
が、同年に兵庫県の明石に転居）。
　1901（明治34）年
★与謝野晶子（22）、実家を出て東京に移り、処女歌集
『みだれ髪』を刊行。のちに与謝野鉄幹と結婚。
　1903（明治36）年
★大阪での第五回内国勧業博覧会を控え、金尾種次
郎（24）は、『大阪名勝図会 巻ノ壱』を編集し発行。
★赤松麟作（25）、白馬会展の受賞作品「夜汽車」を内
国博に出品、褒状を受ける。
★荒木和一（31）、内国博の娯楽
施設を企画。「不思議館」でカー
マンセラ嬢の電気の舞を上演、
大人気を博す。
★植村少年（直木三十五、12）、実家
の古着屋の売上金をごまかし、
内国博の不思議館にカーマンセ
ラ嬢の電気の舞を見に行く。
★稲垣足穂（2）、家族と内国博
を訪れ、幼心にモダン都市イメー
ジを強く感得する。
★12月17日　ライト兄弟、世界初の
有人動力飛行に成功。この後、飛行
機の性能は急速に発展。
　1904（明治37）年
★9月　与謝野晶子（25）、日露戦争に従軍した弟を思い、
「君死にたまふことなかれ」を「明星」に発表。
　1905（明治38）年頃
★金尾種次郎（26）、大阪から東京に金尾文淵堂を移
転。精力的な出版活動を進め、凝った装丁の美本で知
られる文芸出版社となる。
　1907（明治40）年頃
★赤松麟作（29）、北野恒富（27）ら在阪青年画家たちは、
日本画・洋画の枠を越え「大阪絵画春秋会」に結集。

※２  あかまつ・りんさく（～ 1953）、
洋画家。1883年に大阪に転居。東
京美術学校西洋画科を卒業。画塾
で優秀な弟子を多数育成し、大阪
洋画壇に指導的役割を果たす。

※１  あらき・わいち（～1957）、実業家。
英語に堪能で、のちにカナダの生命保
険会社支部長や公式通訳官を務める。
第五回内国勧業博覧会に参画する。

※３  よさの・あきこ（～1942）、歌人。
22歳で上京。1901年に第１歌集『み
だれ髪』刊行。源氏物語の現代語訳
などでも知られる。夫は「明星」を創
刊した与謝野鉄幹。

※４  かなお・たねじろう（～1947）、
家業の出版業を継ぎ、薄田泣菫『暮笛
集』や文芸雑誌「小天地」刊行。1905
年から東京に店を移し、与謝野晶子
ら著名作家の文芸書を多数刊行。

※５  なおき・さんじゅうご（～1934）、
小説家。本名は植村宗一。筆名は、
年齢に応じて三十一～三十三と変更
し、以後三十五を名乗る。『南国太平
記』などで流行作家に。没後、友人・
菊池寛の発意で「直木賞」に名を残す。

※6  いながき・たるほ（～1977）、小説
家。特殊な宇宙的感覚を表現した作
品で知られる。少年時代から航海家
を夢み、光学機器に興味を抱き、飛
行機にも魅了される。1923年『一千一
秒物語』を刊行。その後、新感覚派
の作家として活躍した。

内国博の不思議館で実演
された電気の舞（国立国会
図書館デジタルコレクションより）

内国博の展示館を彩ったイ
ルミネーション（大阪市立図書
館デジタルアーカイブより）
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青年実業家・荒木和
一（28歳）、

パリの万博で、ロイ・
フラーの

光の舞に魅了される 

青年実業家・荒木和
一（28歳）、

パリの万博で、ロイ・
フラーの

光の舞に魅了される 

参考文献 ：『大阪「映画」事始め』 武部好伸 2016／『金尾文淵堂をめぐる人びと』 石塚純一 2005／「りんさく画伯と大阪のまちを語ろう。」大阪市立近代美術館建設準備室 2010／『大大阪記念博覧会誌』 1925／『再見 なにわ文化』 肥田晧三 2019  ほか

金尾種次郎と幼馴染で作家とも親交が深
かった赤松麟作や後に大阪画壇の中心として
後進育成に努めた日本画の北野恒富らが集
い共に研鑽を積もうという動きが生まれてきた。

江戸時代に出された『摂津名所図会』以来の大阪の総合的な名
所案内本つくりを目指して、この年、心斎橋の金尾文淵堂は『大阪
名勝図会 巻ノ壱』を編集発行。伝統を装いつつ、細部に鋭く時代
の移り変わりを描いたが衆目を集めず、知る人ぞ知る一冊に（全５
巻発行予定も１巻に止まった）。歴史を受け継ぎ、領域を越え、伝統
を凌駕する、金尾種次郎の人脈と本づくりの独自の歩みが始まる。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

本町橋詰にあった大阪博物場内の動物園の
挿画（『大阪名勝図会 巻ノ壱』）

幼い頃の与謝野晶子も訪れたという「吉助園」
を描いた『大阪名勝図会 巻ノ壱』の挿画

内国博では会場内に美術館がつくられ、
多数の美術作品が展示された。赤松麟
作も出品し、高い評価を受けた。（大阪市
立図書館デジタルアーカイブより）

2025年大阪・関西万博を前に、“レガシー”という言葉が躍っています。
さて、21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることができるので
しょう。そこで、20世紀の曙から始まった上町台地 博覧会時代に再び
注目。モダン大阪のユニークな精神を開花させた新星たちは、どのような
点と線で結ばれ、何を拠りどころに魂のリレーが繰り広げられていったの
か。忘れてはいけないエポック、埋もれていた人物のエピソードをはじめ、
煌めく光跡をたどる、“超時空遺産”再発見の旅に出ましょう。
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さて、21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることができるので
しょう。そこで、20世紀の曙から始まった上町台地 博覧会時代に再び
注目。モダン大阪のユニークな精神を開花させた新星たちは、どのような
点と線で結ばれ、何を拠りどころに魂のリレーが繰り広げられていったの
か。忘れてはいけないエポック、埋もれていた人物のエピソードをはじめ、
煌めく光跡をたどる、“超時空遺産”再発見の旅に出ましょう。
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金尾種次郎（24歳）
大阪での内国博に向け「大阪名勝図会」を編集す！

金尾種次郎（24歳）
大阪での内国博に向け「大阪名勝図会」を編集す！

赤松麟作（25歳）ら
大阪の画家たち、内国博に大いに刺激を受ける

赤松麟作（25歳）ら
大阪の画家たち、内国博に大いに刺激を受ける

1900年

1903年

1903年

私
の
家
の
大
阪
行
に
は
、必
ず
決
つ

た
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。春
で
あ
る

な
ら
遅
い
早
い
に
か
ゝ
は
ら
ず
、牡

丹
で
名
高
い
吉
助
園
と
云
ふ
植
木

屋
へ
最
初
に
行
く
の
で
す
。そ
れ
か

ら
上
本
町
の
博
物
場
へ
廻
る
の
で

す
。中
の
島
公
園
へ
も
行
く
の
で
す
。

そ
し
て
浪
華
橋
の
下
の
生
洲
の
網

彦
と
云
ふ
川
魚
料
理
の
船
で
、御
飯

を
食
べ
て
帰
る
の
で
し
た
。

晶
子（
４
歳
）家
族
と
大
阪
に
遊
ぶ

与
謝
野
晶
子「
私
の
生
ひ
立
ち
」

ま
だ
西
成
郡
今
宮
村
と
呼
ば
れ
て

い
た
天
王
寺
に
、第
五
回
内
国
勧
業

大
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。こ
の
会
場

の
一
隅
、茶
臼
山
の
池
に
初
め
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
紹
介
さ
れ

て
、こ
れ
が
私
の
父
に
二
十
世
紀
的

感
覚
の
魅
力
を
喚
び
起
こ
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

幼
児
記
憶
に
も
鮮
明
な
内
国
博

稲
垣
足
穂「
ノ
ア
ト
ン
氏
の
月
世
界
」

1883年頃
|
高
津
西
坂
の
下
に
百
花
園
松
井

吉
助
と
い
ふ
棠
駝
あ
り   （
中
略
）

此
家
に
牡
丹
を
培
養
す
る
こ
と
は
元

禄
時
代
に
始
ま
り
、凡
そ
百
年
以
前
よ

り
今
の
如
く
花
壇
を
設
け
し
と
ぞ
。

 

吉
助
牡
丹
・
大
阪
博
物
場1903年

|
場
内
に
は
数
棟
の
陳
列
所
あ
り
て

諸
雑
貨
を
売
る
、美
術
館
に
は
年
中
新

古
の
美
術
品
を
折
々
取
り
か
へ
て
陳
列

し
、（
中
略
）園
内
花
卉
を
植
並
べ
、動

物
の
柵
を
設
け
て
鳥
獣
虫
魚
を
養
ふ
、

『
大
阪
名
勝
図
会
』 

金
尾
文
淵
堂

1903年頃

明治期の上町台地名所を紹介した
『大阪名勝図会 巻ノ壱』（金尾文淵堂、
1903　資料提供：肥田晧三氏）

大
阪
の
内
国
博
で
も

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
!

う
え
き
や

家族と大阪の内国博に行った幼い稲垣足穂。
父親は茶臼山のウオーターシュートを体験し、
夜間のイルミネーションにも感嘆の声をあげた
という。この父のときめきから、モダニズム文
学の新星が
生まれた。
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　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html　 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美）  ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

サ
ー
カ
ス
な
ど
も
人
気
を
集
め
た
。

博
覧
会
後
の
跡
地
利
用
は
計
画

に
沿
っ
て
、
い
く
つ
か
の
展
示
館

は
、
市
立
文
化
館
や
郵
便
局
な
ど
、

恒
久
的
な
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

た
。
大
阪
府
も
博
覧
会
の
建
造
物

を
買
収
し
、
こ
の
地
域
で
「
夕
陽

丘
母
子
の
街
」
の
計
画
を
推
進
。

京
都
館
・
印
刷
文
化
館
が
「
モ
デ

ル
母
子
寮
」
に
、
他
の
展
示
館
が

「
各
種
婦
人
相
談
所
」「
モ
デ
ル
保

健
所
」「
家
庭
生
活
科
学
館
」「
婦

人
公
共
職
業
補
導
所
」
へ
と
生
ま

ひ
ろ
も
と
・
ゆ
か
り
　

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
研
究
員
。
住
宅
建
築
専
門
誌 『
新
住
宅
』
編
集

員
等
を
経
て
、 

1
9
9
2
年
か
ら
大
阪
ガ
ス
㈱
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
C
E
L
）
研
究
員
。

歴
史
・
生
活
・
文
化
の
視
点
か
ら
、
都
市
居
住
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
等
に
取
り
組
む
。
共
著
に
『
大
阪
新
・
長
屋

暮
ら
し
の
す
す
め
』、『
地
域
を
活
か
す
つ
な
が
り

の
デ
ザ
イ
ン
―
―
大
阪
・
上
町
台
地
の
現
場
か
ら
』

（
と
も
に
創
元
社
）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン

新
論
』（
さ
い
は
て
社
）
な
ど
。

注＊
1
『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
、
大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。https

：// 
w

w
w

.og-cel.jp/project/ucoro/
event2_kon.htm

l

＊
2 「
四
天
王
寺
大
釣
鐘
」
は
、
戦
時
体
制
下

の
1
9
4
2
年
に
解
体
・
金
属
供
出
さ
れ
、

失
わ
れ
た
。
大
鐘
楼
は
現
在
の
英
霊
堂
で
、

大
阪
市
指
定
文
化
財
。

れ
変
わ
り
、
い
く
つ
か
は
現
在
の

関
連
施
設
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

博
覧
会
は
、
産
業
・
技
術
の
振

興
、
地
域
の
発
展
、
災
禍
か
ら
の

復
興
等
を
推
し
進
め
る
装
置
と
し

て
、
20
世
紀
の
都
市
を
造
形
し
て

き
た
。
大
阪
で
も
様
々
な
博
覧
会

が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
上

町
台
地
上
や
台
地
の
縁
辺
部
で
の

開
催
数
は
群
を
抜
き
、
19
世
紀
末

時
代
を
切
り
拓
い
た
新
星
た
ち
、

希
有
な
群
像
の
点
と
線

か
ら
20
世
紀
末
に
か
け
て
、
天
王

寺
公
園
を
中
心
に
界
隈
で
博
覧
会

と
名
付
け
ら
れ
た
行
事
の
開
催
記

録
は
実
に
30
件
ほ
ど
に
上
る
。

20
世
紀
の
曙
か
ら
始
ま
っ
た
、

い
わ
ば
上
町
台
地
博
覧
会
時
代
。

災
禍
と
祝
祭
の
は
ざ
ま
で
、
新
た

な
時
代
精
神
を
切
り
拓
い
て
い
っ

た
、
モ
ダ
ン
大
阪
の
新
星
・
若
き

才
能
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
点
と

線
で
結
ば
れ
、
何
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
魂
の
リ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
光
跡

を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

手
掛
か
り
の
ひ
と
つ
と
な
る
、

一
枚
の
写
真
が
あ
る
。
郷
土
研

究
誌
『
上
方
』
の
第
1
0
0
号

（
1
9
3
9
年
）
の
巻
頭
に
、
同
誌
の

発
行
人
・
南
木
芳
太
郎
が
、
格
別

の
思
い
を
込
め
て
載
せ
た
も
の
だ

（
図
4
）。
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
37
年
も
前
、1
9
0
2

年
1
月
2
日
。
当
時
の
関
西
文
学

同
好
会
新
年
会
が
大
阪
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
若
者
が
集
っ
た
際
に

撮
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

写
真
の
前
列
左
か
ら
2
番
目
の

人
物
が
、
当
時
20
歳
の
南
木
芳
太

郎
。
そ
の
左
が
、
数
々
の
名
著
の

出
版
を
手
掛
け
た
、
金
尾
文
淵
堂

の
金
尾
種
次
郎
。
3
列
目
の
右
端

に
は
、
若
き
与
謝
野
晶
子
の
才
能

を
見
出
し
て
世
に
出
す
、
与
謝
野

鉄
幹
の
姿
も
あ
る
。

江
戸
時
代
以
来
、
大
阪
・
心
斎

橋
筋
で
主
に
仏
教
書
を
出
し
て
い

時
は
内
国
博
前
夜
、

若
き
文
学
者
た
ち
が
集
っ
た
書
店

た
小
さ
な
書
店
、
金
尾
文
淵
堂
の

若
主
人
・
金
尾
種
次
郎
は
、

1
8
9
9
年
、
弱
冠
20
歳
に
し
て
、

近
代
詩
を
先
駆
け
る
薄す

す
き

田だ

泣き
ゅ
う

菫き
ん

の
処
女
詩
集
『
暮ぼ

笛て
き

集し
ゅ
う

』
を
出
版

し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。
口
絵
を

描
い
た
の
は
、
種
次
郎
の
幼
馴
染

で
、
新
進
画
家
の
赤
松
麟
作
。
金

尾
文
淵
堂
は
近
代
文
学
の
出
版
社

と
し
て
、
高
い
評
価
を
得
た
。
内

国
博
開
催
前
夜
に
当
た
る
こ
の
頃
、

文
学
熱
も
大
い
に
高
ま
っ
て
い
っ

た
時
期
で
、
金
尾
は
文
芸
誌
『
ふ

た
葉
』
や
『
小
天
地
』
も
発
行
。

近
代
文
学
の
若
き
担
い
手
た
ち
が

集
う
サ
ロ
ン
と
も
な
っ
た
。

内
国
博
が
開
催
さ
れ
た

1
9
0
3
年
、金
尾
は
新
し
い
大
阪

名
所
案
内
の
発
行
を
企
て
、
上
町
台

地
の
名
所
を
紹
介
し
た『
大
阪
名

勝
図
会
』
第
1
巻
を
発
行
す
る
が
、

売
れ
行
き
は
捗
ら
ず
、
次
第
に
経
営

に
も
行
き
詰
ま
り
、大
阪
か
ら
東
京

へ
拠
点
を
移
す
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
精
力
的
な
出
版
活
動
に
取
り

組
み
、
凝
っ
た
装
丁
の
美
本
で
知

ら
れ
る
文
芸
出
版
社
と
な
る
。
と

り
わ
け
与
謝
野
晶
子
と
の
関
係
は

深
く
、
代
表
作
の
多
く
が
金
尾
文

淵
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

金
尾
の
依
頼
を
受
け
、
与
謝
野

晶
子
は
1
9
1
2
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
『
新
訳
源
氏
物
語
』
全
3

巻
4
冊
を
上
梓
す
る
。
こ
れ
は
わ

が
国
初
の
現
代
語
訳
だ
っ
た
（
晩

年
改
め
て
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
を
金

尾
文
淵
堂
か
ら
出
版
）。
同
1
9
1
2

年
、
金
尾
は
『
畿
内
見
物 

大
阪

之
巻
』
を
発
行
。
同
書
は
、
作
家
、

画
家
、
木
版
職
人
な
ど
多
分
野
の

才
能
を
集
め
、
編
集
・
印
刷
技
術

の
粋
を
尽
く
し
た
金
尾
文
淵
堂
の

精
緻
な
本
づ
く
り
の
代
表
作
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
1
9
年

に
は
『
畿
内
見
物
』
全
3
巻
を
ま

と
め
直
し
た
『
畿
内
行
脚
』
を
発

行
。
当
時
の
文
化
を
牽
引
し
た
作

家
や
研
究
者
た
ち
が
参
加
し
て
い

る
。
大
阪
・
関
西
に
根
を
持
ち
、

東
西
を
股
に
か
け
る
、
金
尾
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
こ

そ
実
現
し
た
珠
玉
の
一
冊
で
あ
る
。

冒
頭
で
ふ
れ
た
と
お
り
、1
9
0 

0
年
の
パ
リ
万
博
が
、
3
年
後
に

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
内
国
博
の
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
だ
が
、
そ
の
パ
リ
万
博
の

会
場
に
、
大
阪
の
若
き
青
年
実
業

家
・
荒
木
和
一
が
立
っ
て
い
た
こ

光
跡
の
リ
レ
ー
、

海
を
越
え
分
野
を
越
え
て
連
な
る

図4 1902年1月2日、関西文学同好会新年会の集合写真（『上方』第100号、1939
年掲載）。前列左端が金尾種次郎、右隣が南木芳太郎、3列目右端は与謝野鉄幹。

と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
荒

木
は
当
時
28
歳
。
そ
の
数
年
前

（
1
8
9
6
年
）、
エ
ジ
ソ
ン
商
会

の
映
写
機
ヴ
ァ
イ
タ
ス
コ
ー
プ
を

入
手
し
、
日
本
初
の
ス
ク
リ
ー
ン

上
映
を
大
阪
・
難
波
で
行
っ
た
人

物
だ
。

彼
は
、
大
阪
で
開
催
が
決
ま
っ

て
い
た
内
国
博
の
企
画
に
も
参
加

し
、
パ
リ
万
博
の
会
場
を
視
察
。

電
気
宮
、
特
に
ロ
イ
・
フ
ラ
ー
の

舞
に
感
銘
を
受
け
て
、
大
阪
の
内

国
博
で
、
娯
楽
施
設
「
不
思
議

館
」
を
企
画
し
た
。
後
に
流
行
作

家
・
直
木
三
十
五
と
な
る
、
植
村

宗
一
少
年
（
当
時
12
歳
）
が
、
上
町
台

地
に
あ
っ
た
実
家
の
店
の
売
り
上

げ
を
ご
ま
か
し
て
、「
不
思
議
館
」

で
米
国
人
女
性
・
カ
ー
マ
ン
セ
ラ

嬢
の
「
電
気
の
舞
」
を
見
に
行
っ

た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

荒
木
は
、
内
国
博
の
会
場
跡
地
の

開
発
会
社
顧
問
に
も
な
り
、
娯
楽

地
と
し
て
発
展
す
る
「
新
世
界
」

の
開
発
・
運
営
に
も
参
加
し
た
。

ま
た
、
後
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学

の
新
星
と
し
て
一
躍
注
目
を
集
め

る
稲
垣
足
穂
は
、
内
国
博
開
催
当

時
僅
か
2
歳
。
大
阪
・
船
場
に
暮

ら
し
て
お
り
、
家
族
と
と
も
に
会

場
を
訪
れ
た
と
い
い
、
夜
間
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
感
嘆
の
声
を

上
げ
、
幼
心
に
モ
ダ
ン
都
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
く
感
得
し
た
と
い
う
。

20
年
後
の
1
9
2
3
年
、
足
穂
は

『
一
千
一
秒
物
語
』
を
発
表
し
、
独

自
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
極
め
て
い
く
。

内
国
博
の
会
場
に
は
、
美
術
館

も
設
け
ら
れ
、
芸
術
家
た
ち
を
触

発
し
た
。
新
進
画
家
・
赤
松
麟
作

も
出
品
。
赤
松
は
22
年
後
の
大
大

阪
記
念
博
覧
会
で
は
、
大
作
の
壁

画
『
大
阪
築
城
・
落
城
』
を
描
い

た
。
そ
の
1
年
後
、
1
9
2
6
年

に
は
、
大
阪
・
心
斎
橋
筋
に
赤
松

洋
画
研
究
所
を
開
き
、
後
進
の
育

成
に
も
力
を
注
ぐ
。
門
下
生
に
は
、

佐
伯
祐
三
の
名
も
あ
る
。
前
述
の

と
お
り
、
赤
松
麟
作
は
金
尾
文
淵

堂
の
金
尾
種
次
郎
の
幼
馴
染
で
も

あ
り
、
若
き
日
か
ら
、
洋
画
家
に

限
ら
ず
日
本
画
家
や
文
芸
家
た
ち
、

伝
統
か
ら
前
衛
ま
で
、
分
野
を
横

断
す
る
交
わ
り
を
持
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
も
、
創
造
と
文
化
的

風
土
の
関
係
性
を
捉
え
る
う
え
で

見
逃
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。

若
き
才
能
た
ち
の
光
跡
の
リ

レ
ー
は
、
近
代
化
の
光
と
影
が
交

お
わ
り
に 

―災
禍
と
祝
祭
の
は
ざ

ま
で
真
の
レ
ガ
シ
ー
を
問
う
―

錯
す
る
な
か
で
行
わ
れ
て
き
た
。

2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万
博
を

前
に
、〝
レ
ガ
シ
ー
〟
と
い
う
言

葉
が
躍
る
が
、
21
世
紀
を
生
き
る

私
た
ち
は
、
未
来
に
何
を
リ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

問
う
と
す
れ
ば
、
災
禍
か
ら
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
）
の
糧
と

な
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
を
支
え

る
文
化
的
風
土
の
本
質
と
は
何
か

で
は
な
い
か
。
激
変
す
る
社
会
の

中
で
、
新
た
な
時
代
精
神
を
切
り

拓
い
た
若
き
才
能
た
ち
は
、
今
何

を
語
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
上

町
台
地
か
ら
見
は
る
か
し
、
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。

図3　『上町台地 今昔タイムズ』 Vol.13（2019年 秋・冬号）1面。左
の二次元コードから、同紙の１面・２面が閲覧できる。１面には
1900年代初頭の、２面には「大大阪」時代前後の人物エピソードを
掲載。
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